
工
作
機
械
市
場
の
現
状
と
今
後
を
探
る

　
工
作
機
械
受
注
は
低
水
準
で
の
推
移
が
続
い
て
い
る
。
日
本
工
作
機
械
工
業
会

が
発
表
し
た
１
月
の
工
作
機
械
受
注

確
報
値

は
前
年
同
月
比

％
減
の
７
１

６
億
円
。
こ
れ
に
対
し
、
６
月
の
工
作
機
械
受
注

確
報
値

は
同

％
減
の
９

５
１
億
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
２
０
１
３
年
１
―
６
月
の
累
計
受
注
金
額
は
５
１

７
２
億
円
と
前
年
同
期
と
比
べ
て

％
の
減
少
に
留
ま
る
。
円
安
効
果
に
加
え
、

北
米
で
は
自
動
車
や
航
空
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な
ど
幅
広
い
業
界
で
需
要
が
好

調
に
推
移
し
て
い
る
一
方
、
中
国
の
景
気
減
速
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携

帯
電
話

関
連
設
備
投
資
の
一
服
に
よ
る
需
要
減
速
や
、
日
本
の
設
備
投
資
マ
イ

ン
ド
の
低
迷
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

市
場
の
現
状
内
需
、
低
調
に
推
移

国
内
需
要
の
喚
起
優
遇
策
が
不
可
欠

大
和
証
券
企
業
調
査
部
　
ア
ナ
リ
ス
ト
宮
城
大
和

市
場
見
通
し
緩
や
か
な
回
復
へ

マシニングセンター設備投資の活性化で需要高まる
工作機械の年度別累計受注
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安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
の

一
つ
が
民
間
設
備
投
資
の
活

性
化
で
あ
る
。
主
な
内
容
は

優
遇
税
制
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、民
間
設
備
投
資
名
目
ベ

ー
ス

を

年
度
の

兆
円

か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

前
の
水
準
に
匹
敵
す
る

兆

円
水
準
へ
回
復
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
、
今
秋
に
法
案
が

提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
工
作
機
械
は
設
備
投
資
の

代
表
例
。
現
在
の
工
作
機
械

の
国
内
受
注
は

年
の
ピ
ー

ク
７
４
７
０
億
円
に
対
し
、

年
が
３
７
６
０
億
円
と
ほ

ぼ
半
分
の
水
準
に
あ
り
、
ピ

ー
ク
対
比
で
は
厳
し
く
抑
制

さ
れ
た
状
況
に
あ
る
。
ま
た

先
般
、
経
済
産
業
省
が
発
表

し
た
「
生
産
設
備
保
有
期
間

実
態
調
査
」
に
基
づ
く
と
、

工
作
機
械
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
は

年
以
上
の
も
の
が
約

％

を
占
め
て
お
り
、
設
備
の
老

朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
円
安
に
よ
る

企
業
収
益
の
改
善
や
政
府
に

よ
る
優
遇
税
制
な
ど
に
よ

り
、
国
内
需
要
は
増
加
に
向

か
う
可
能
性
が
高
い
。

　
た
だ
し
、
過
去
の
ピ
ー
ク

へ
回
帰
し
て
い
く
と
い
っ
た

過
度
な
期
待
は
抱
く
べ
き
で

は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。
そ

の
背
景
は
、
最
大
需
要
家
で

あ
る
自
動
車
業
界
な
ど
の
国

内
需
要
増
加
が
想
定
し
難
い

こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
も
優
遇

税
制

グ
リ
ー
ン
投
資
減
税

な
ど

を
導
入
し
、
更
新
需

要
を
促
し
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
格
的

に
製
造
業
の
国
内
設
備
投
資

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
の

優
遇
策
や
、
自
動
車
や
電
気

製
品
の
需
要
を
喚
起
し
、
工

作
機
械
ユ
ー
ザ
ー
の
仕
事
量

増
加
に
つ
な
げ
る
施
策
の
導

入
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　
工
作
機
械
受
注
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
大
和
証
券
で
は

年
が
前
年
比

％
減
の
１

兆
８
１
０
億
円
、

年
が
同

８
％
増
の
１
兆
１
７
１
０
億

円

い
ず
れ
も
暦
年
ベ
ー

ス

と
し
、

年
後
半
以

降
、
緩
や
か
に
回
復
に
向
か

う
と
見
込
ん
で
い
る
。
為
替

は
米
ド
ル
１
０
０
円
、
ユ
ー

ロ
１
３
０
円
を
前
提
と
し
て

い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
好
調
を

維
持
す
る
北
米
に
加
え
、

年
後
半
以
降
、
日
本
や
欧
州

で
も
緩
や
か
な
回
復
に
向
か

う
と
見
込
む
点
で
あ
る
。
日

本
で
は
政
府
主
導
の
需
要
喚

起
も
幾
許
か
寄
与
す
る
こ
と

で
、
更
新
需
要
が
増
加
に
向

か
う
と
見
込
む
。
ア
ジ
ア
な

ど
新
興
国
で
は
、
自
動
化
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景

に

年
以
降
回
復
を
想
定
す

る
。
顧
客
業
種
別
で
は
自
動

車
向
け
が
中
心
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

　
内
需
は

年
が
前
年
比
７

％
減
の
３
５
１
４
億
円
、

年
が
同
２
％
増
の
３
６
７
０

億
円
と
予
想
。
円
高
是
正
に

よ
る
国
内
製
造
業
の
収
益
改

善
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
ま
た

今
秋
に
具
体
的
な
内
容
が
発

表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
政

府
に
よ
る
設
備
投
資
刺
激
策

な
ど
を
受
け
、
緩
や
か
な
回

復
に
向
か
う
と
想
定
さ
れ

る
。

　
一
方
、
外
需
は

年
が
同

％
減
の
７
２
９
７
億
円
、

年
が
同

％
増
の
８
１
４

０
億
円
と
予
想
。
エ
リ
ア
別

に
見
る
と
、
北
米
は

年
が

同

％
増
、

年
が
同
３
％

増
と
予
想
。
シ
ェ
ー
ル
革
命

な
ど
に
よ
る
製
造
業
の
回

帰
、
長
年
設
備
投
資
を
抑
制

し
て
き
た
自
動
車
業
界
の
新

規
投
資
を
背
景
に
、
高
水
準

で
の
推
移
が
続
く
公
算
で
あ

る
。
欧
州
は

年
が
同

％

増
、

年
が
同
９
％
増
と
予

想
。
景
況
感
は
依
然
と
し
て

不
透
明
だ
が
、
自
動
車
業
界

な
ど
一
部
業
種
で
は
積
極
的

な
投
資
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
、
円
安
の
効
果
な
ど
に
よ

り

年
に
底
を
打
つ
と
見
込

む
。

　
東
ア
ジ
ア
は

年
が
同

％
減
、

年
が
同

％
増
と

予
想
。

年
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
関
連
受
注
の
縮
小
影
響

が
響
く
。
一
部
の
地
域
で

は
、
自
動
車
や
金
型
な
ど
を

中
心
に
需
要
が
増
え
つ
つ
あ

る
が
、
全
体
と
し
て
プ
ラ
ス

に
転
じ
る
の
は

年
以
降
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
は

新
興
国
で
の
需
要
拡
大
、
先

進
国
で
の
更
新
需
要
の
回
復

に
よ
り
、
工
作
機
械
需
要
は

拡
大
が
続
く
と
期
待
す
る
。

中
国
で
は
人
件
費
の
高
騰
、

人
材
不
足
な
ど
を
背
景
に
、

製
造
業
の
自
動
化
ニ
ー
ズ
は

今
後
も
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
現
状

％
程
度
に
留
ま
る

数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

化
率
の

高
ま
り
と
と
も
に
、
日
系
工

作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
フ
ィ
ー

ル
ド
は
拡
大
す
る
と
見
込
ま

れ
る
。
先
進
国
市
場
に
お
い

て
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
前

年
―

年
頃

に

導
入
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
工

作
機
械
の
更
新
需
要
が

年

―

年
頃
か
ら
拡
大
す
る
と

見
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
自
動
車
産
業
で

は
新
型
の
エ
ン
ジ
ン
や
変
速

機
の
導
入
に
伴
い
、
設
備
の

刷
新
が
進
も
う
。

　

年
１
―
６
月
累
計
受
注

の
内
訳
を
見
る
と
、
内
需
は

前
年
同
期
比

％
減
の
１
７

３
４
億
円
、
外
需
が
同

％

減
の
３
４
３
８
億
円
と
な
っ

た
。
内
需
対
外
需

３
対
７

の
構
図
に
こ
こ
数
年
大
き
な

差
は
出
て
い
な
い
。

　
内
需
を
顧
客
業
種
別
に
見

る
と
、
自
動
車
は
同

％
減

の
５
３
１
億
円
、
電
気
機
械

は
同

％
減
の

億
円
、
一

般
機
械
は
同

％
減
の
７
１

１
億
円
と
低
調
に
推
移
。
前

年
同
期
比
で
増
加
し
た
業
種

は
金
属
製
品
や
鉄
鋼
な
ど
限

定
的
で
あ
っ
た
。
復
興
需
要

な
ど
の
影
響
は
一
部
で
見
受

け
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
力
強
さ
に
欠
け
る
。

　
外
需
に
つ
い
て
見
る
と
、

製
造
業
の
回
帰
が
進
む
北
米

が
同

％
増
の
１
２
８
７
億

円
、
欧
州
も
同

％
増
の
６

５
６
億
円
と
増
加
し
た
が
、

東
ア
ジ
ア
が
同

％
減
の
９

７
３
億
円
、
そ
の
他
ア
ジ
ア

が
同

％
減
の
４
５
７
億
円

と
両
地
域
の
落
ち
込
み
が
響

い
て
い
る
。
欧
州
は
ロ
シ
ア

が
好
調
な
こ
と
に
加
え
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
で
底
打
ち
の
兆

し
が
出
て
き
て
い
る
。
一

方
、
ア
ジ
ア
は
中
国
を
中
心

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
関
連
需

要
の
急
激
な
失
速
や
、

年

に
起
き
た
タ
イ
の
洪
水
後
の

復
興
需
要
か
ら
の
反
動
減
に

よ
り
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

（ 年までは日本工作機械工業会調べ、 年以降は大和証券の予測）


